
 
  



 
 

リンちゃんとダーリンは、地球に住む人や生き物を幸せにするという言い伝え

の「魔法のコイン」をさがしに旅に出ました。 

 

今回やってきたのは、“エーデル”と呼ばれる 自然がいっぱい広がっている

原っぱです。 

お花がたくさん さいていて、リンちゃんもダーリンもうれしそうです。 

 

ここなら、なんだか魔法のコインがありそうです。 

 

そんな原っぱの空の上に、大きな雲があり、そこには、女の子と男の子と 

女の子のあいぼうの「ちびっこラビット」がくらしていました。 

 

ちびっこラビットは、女の子のかたに のっています。 

 

女の子の名前は「魔菜」で、男の子は「あっくん」。 

 

魔菜は魔女なのですが、頭には、キケンをさっちするための 角が生えていま

す。 

そして背中には空をとぶための羽がはえていて、羽で空をとぶことに つかれ

た時は、魔法のつえが、空とぶほうきになります。 

 

そんな魔菜たちがくらす雲の下には、“エーデル”がありました。 

 

“エーデル”には、自然を愛する人しか入れません。 

 

魔菜は空の上から、いつも地上のようすを見て、自然がとてもへっていると感

じていたので、魔菜がそういう魔法をかけたからです。 

 

そんな雲の上では、あっくんがおやつのケーキをたべようとしていました。 

くいしんぼうのあっくんが、ケーキを大きくしようとして魔法をかけたとき、

まちがって雲が小さくなってしまい、そこにいた魔菜とちびっこラビットが、

地上にある“エーデル”に落ちてしまいました。 

 

女の子が空の上から目の前に落ちてきたので、リンちゃんとダーリンは 

びっくりしましたが、魔菜がケガもなく大丈夫なのを知ると、お話をはじめま

した。 

 



 
 

リンちゃんとダーリンが「魔法のコイン」をさがしに、“エーデル”に来たこ

とを知ると、魔菜もいっしょにさがしてくれることになりました。 

 

まずは、一本のホウキに魔菜とリンちゃんとダーリンがまたがって、ちびっこ

ラビットは魔菜のかたに とびのりました。そして、空をとんで、さがしはじ

めました。 

 

リンちゃんは、 

「世界って、とっても広いんだね！」 

とおどろきました。 

 

それを聞いた魔菜は、 

「でも、いいことばっかりじゃないのよ。 

世の中には、苦しんでいる人がいっぱいいるんだから。」 

と、少し、悲しそうにしています。 

 

「だったら、なんとかしようよ！」 

 

「でも・・・どうするの？ 

魔法は一日に一回だけしか使えないし・・・」 

 

するとリンちゃんは、とても力のある声で 

 

「魔法に たよっちゃだめだよ！ 

人は、自分を信じる勇気で生きていくの！」 

と答えました。 

 

その言葉を聞いた魔菜は力をもらい 

「ねぇ、リンちゃん！あなたにいっしょに来てほしいところがあるわ！」 

と力強く言いました。 

 

二人と二匹は原っぱをこえ、森をこえ、とある 大きな町につきました。 

 

「じつは、ここにいる子どもたちは、勉強がとても苦手だったり、 

いじめられたり、耳が聞こえづらくて苦しんでいることが多いの。 

魔法でカイケツしてあげたいけれど、 

人のために使える魔法は、一日に一回だけ。 



 
 

だから、リンちゃん、手伝って！！」 

 

そういって、二人と二匹は、困りごとをかかえた子どもたちのいる学校に入り

ました。 

 

最初に向かったのは、校長室です。 

 

（ガラガラガラ・・・） 

「校長先生！私たちが、この学校の教師になってもいいでしょうか？」 

 

急に入ってきた二人の女の子に おどろくようすもなく校長先生は、 

ただ二人の顔を じーーーっと見ていました。 

 

しばらくしてから、こう答えました。 

 

「君たちは、何がしたくて、教師になりたいのかな？」 

 

「私たちは、苦しんでいる子どもたちを、笑顔にしたいのです。 

だから教師になっていいでしょうか？」 

 

自信にあふれた力強い声で答える二人に、校長先生は、ゆっくりと答えまし

た。 

 

「そうかい！では、君たちにまかせてみよう！」 

 

こうして教師になった魔菜とリンちゃん、そして、そのお手伝い役となった 

ちびっこラビットは、教室の中に入って、子どもたちに いろんなことを教え

はじめました。 

 

たとえば、耳が聞こえにくい子どもたちには、聞こえる声で、ゆっくりと 

ていねいに話してあげたり・・・ 

 

勉強が苦手な子どもたちには、わからないことが出てきたら、 

どんなことでも、そして、いつでもシツモンをして良いようしてあげたり、 

勉強が楽しいとおもえる 教え方をしたりして、よりそってあげたり・・・ 

 

思いつくことを、たくさんしてあげました。 



 
 

そして、ちびっこラビットは、べん強に ひつような 道具をもってきたりし

て、お手つだいをしました。 

 

すると、これまで耳が聞こえづらくて、 

コミュニケーションがとりにくかった子どもたちは、 

ゆっくりとていねいに、聞こえるように話してもらえることで、 

おたがいに わかりあえるようになって、笑顔になりました。 

 

勉強に苦手があった子どもたちは、 

自分のそばに よりそってくれる人がふえて安心し、 

これまでは苦手だったのに、わかることが楽しくなりました。 

 

教室には、たくさんの笑顔と笑い声が あふれていました。 

 

すると今まで静かにしていた犬のダーリンが、 

急に ろう下の方を見て、ほえました。 

 

ろう下をみると、そんな様子をそっと見ていた校長先生が 

にっこりと笑って 立っていました。 

 

こうして、この学校では、困りごとがなくなって 

みんなを笑顔にすることができました。 

 

そして、あんしんして 仕事をおわらせた二人と二匹は、校長先生と子どもた

ちと別れました。 

 

帰る途中、リンちゃんが 

「私、コインをさがしてくるね」 

と言うと、魔菜が 

「まって。私、こう思ったの。 

本当に大切なものは、目に見えない、人それぞれの思い合う気持ちが 

キラキラ光る 魔法のコインなんじゃないかな。」 
 
リンちゃんは 
「・・・そうだね！ありがとう！」 
と返しました。 

 



 
 

リンちゃんとダーリンは、魔法のコインをさがしにきたけれど、 

ここではみつけることはできませんでした。 

 

本当に大切にしたいことや大切なものは、魔菜の言うとおり、目に見えませ

ん。 

 

魔菜とちびっこラビットに出会い、困っている子どもたちを助けるために 

いっしょに力をあわせたことで、リンちゃんは 

目に見えないものを大切にしたいと強く思いました。 

 

とても幸せな気持ちです。 

 

ここでは困りごとを解決することができたけれど、 

地球をみわたすと、まだまだ困っている人や生き物がたくさんいます。 

 

リンちゃんとダーリンの旅は、これからも つづきます・・・。 

  



 
 



 
 

 

 



 
 

魔菜 

 

甲華さん、あなたはとても幸せな、おばあさんになっています。そんなあなたを想像してみてください。 

Q1：何才になった自分を思い浮かべましたか？ 

A1：72才 

Q2：72才のあなたは、これまで、どんなことをして幸せになりましたか？ 

A2：72才の私・・・。私は、仕事に教師を選んだことがラッキーだったわ。私はとにかく相手の気持ちになって、「そ

の人がどうして欲しいか」を考えることがとても好きなのね。 

例えば体が不自由だったり、勉強が苦手だったり、そういう何かに不自由を感じる人が世の中にはいるでしょ？ 

そういう子どもたちの気持ちになって、耳が聞こえにくい子どもであれば、ゆっくりと、そして聞こえるように話してあ

げたり、勉強が苦手な子どもであれば、苦手と思わせないで、その子が好きになるようなことを考えて教えてみた

り。とにかく、私は、たくさんの子どもたちを幸せにしたわよ。人数で言ったら、3000万人くらいかしら！ 

私は、とっても幸せよ！ 



 
 

 

  



 
 

 


